
(57)【要約】

【課題】歯車伝達装置用フリクションダンパでは、芯金

は、鋼板を未硬化の状態で使用しているため、芯金を軸

に圧入して嵌着する際、軸の表面硬さに比べて芯金の表

面硬さが低い場合に、芯金の、軸に圧入される部分が削

られ金属粉が発生することが考えられる。

【解決手段】フリクションダンパ７の芯金８の表面全体

を、ガス軟窒化処理により所定の深さまで硬化させたこ

とにより、フリクションダンパ７の芯金８をスリーブ３

に圧入するとき、芯金８の円筒部１０がスリーブ３によ

って削られて、金属粉が発生するといった状態を防止す

ることができ、芯金８は、その表面は所定の硬さを有し

、内部は母材の硬さを有した構成とすることで、スリー

ブ３への圧入時に、芯金８は圧入力によって変形させら

れることなく、スリーブ３の形状に無理なく容易に嵌着

することができる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 体 と 、 こ の 軸 体 が 挿 通 す る 歯 車 と 、 前 記 軸 体 と 歯 車 と の 間 に 介 装 さ れ る 転 動 体 と を 含 ん
で 前 記 軸 体 と 歯 車 と が 軸 心 回 り に 相 対 回 転 可 能 に 設 け ら れ る 歯 車 伝 動 装 置 に 用 い ら れ 、
前 記 軸 体 お よ び 歯 車 の う ち 固 定 側 部 材 の 周 面 に 取 付 け ら れ る 芯 金 と こ の 芯 金 に 一 体 に 設 け
ら れ る 弾 性 部 材 と か ら な り 、 こ の 弾 性 部 材 は 、 前 記 軸 体 お よ び 歯 車 の う ち 回 転 側 部 材 の 周
面 に 接 触 し て 摺 動 す る リ ッ プ を 有 す る と と も に 、 前 記 回 転 部 材 側 の 円 周 方 向 複 数 箇 所 に 潤
滑 油 通 路 が 形 成 さ れ 、
前 記 芯 金 は 、 前 記 固 定 側 部 材 の 周 面 に 嵌 着 さ れ る 円 筒 部 と 、 こ の 円 筒 部 の 転 動 体 側 端 部 に
径 方 向 に 延 設 さ れ た 円 板 部 と か ら な り 、 前 記 芯 金 の 表 面 は 硬 化 処 理 さ れ て い る 、 こ と を 特
徴 と す る フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ 。
【 請 求 項 ２ 】
芯 金 は 、 そ の 表 面 が ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ り 硬 化 処 理 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ 。
【 請 求 項 ３ 】
軸 体 と 、 こ の 軸 体 が 挿 通 す る 歯 車 と 、 前 記 軸 体 と 歯 車 と の 間 に 転 動 自 在 に 介 装 さ れ る 転 動
体 と 、 前 記 軸 体 と 歯 車 と の 間 で か つ 転 動 体 の 軸 方 向 側 方 に 配 置 さ れ て 前 記 軸 体 と 歯 車 と の
間 に フ リ ク シ ョ ン を 生 じ さ せ る フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ と を 含 み 、 前 記 軸 体 と 歯 車 と が 軸 心 回
り に 相 対 回 転 可 能 に 設 け ら れ る 歯 車 伝 動 装 置 で あ っ て 、
前 記 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ は 、 前 記 軸 体 お よ び 歯 車 の う ち 固 定 側 部 材 の 周 面 に 取 付 け ら れ る
芯 金 と 、 こ の 芯 金 に 一 体 に 設 け ら れ る 弾 性 部 材 と か ら な り 、 こ の 弾 性 部 材 は 、 前 記 軸 体 お
よ び 歯 車 の う ち 回 転 側 部 材 の 周 面 に 接 触 し て 摺 動 す る リ ッ プ を 有 す る と と も に 、 前 記 回 転
部 材 側 の 円 周 方 向 複 数 箇 所 に 潤 滑 油 通 路 が 形 成 さ れ 、
前 記 芯 金 は 、 前 記 固 定 側 部 材 の 周 面 に 嵌 着 さ れ る 円 筒 部 と 、 こ の 円 筒 部 の 転 動 体 側 端 部 に
径 方 向 に 延 設 さ れ た 円 板 部 と か ら な り 、 前 記 芯 金 の 表 面 は 硬 化 処 理 さ れ て い る 、 こ と を 特
徴 と す る 歯 車 伝 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
芯 金 の 表 面 硬 度 は 、 回 転 側 部 材 の 周 面 の 表 面 硬 度 に 比 べ て 同 等 か も し く は わ ず か に 低 く 設
定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 歯 車 伝 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 自 動 車 の 手 動 変 速 機 な ど の 歯 車 伝 動 装 置 の 内 部 に お け る 歯 車 の か ら の 異
音 発 生 を 防 止 す る た め の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ お よ び こ れ を 用 い た 歯 車 伝 動 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
自 動 車 の 変 速 機 に は 、 エ ン ジ ン の ク ラ ン ク 軸 に 常 時 連 動 し て 回 転 す る 歯 車 と 、 こ の 歯 車 を
回 転 自 在 に 支 持 す る 歯 車 軸 と が 設 け ら れ て い る 。 自 動 車 の 走 行 時 に エ ン ジ ン の ク ラ ン ク 軸
の 不 整 振 動 が こ の 歯 車 に 伝 達 さ れ る と 、 歯 車 か ら 特 有 の 異 音 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 異 音 を 防 止 す る た め に 、 従 来 、 歯 車 と 、 こ れ を 回 転 自 在 に 支 持 す る 歯 車 軸 と の 間 に 、
適 度 の フ リ ク シ ョ ン を 与 え る こ と に よ っ て 前 記 異 音 の 発 生 を 防 止 す る た め の 歯 車 伝 動 装 置
用 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ （ 以 下 、 単 に 「 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ 」 と い う ） を 設 け て い る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
以 下 、 図 ７ に 基 づ い て 、 従 来 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ５ ０ の 構 成 を 説 明 す る 。 こ の フ リ ク シ
ョ ン ダ ン パ ５ ０ は 、 軸 （ ス リ ー ブ ） ５ １ に 圧 入 し て 嵌 着 さ れ る 断 面 Ｌ 字 形 の 環 状 の 芯 金 ５
２ と 、 こ の 芯 金 ５ ２ の 外 周 面 に 一 体 に 設 け ら れ た 環 状 の 弾 性 体 ５ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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こ の 弾 性 体 ５ ３ は 、 歯 車 ５ ４ の 軸 孔 ５ ５ の 周 面 全 周 に 亙 っ て 摺 接 す る リ ッ プ 部 ５ ６ を 有 し
て い る 。 芯 金 ５ ２ は 、 冷 間 圧 延 鋼 板 ： Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ ４ １ ） を 、 プ レ ス 加 工 に
よ っ て 形 成 し 、 未 硬 化 の ま ま 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ６ ３ － １ ８ ７ ７ ４ ７ 号 （ 第 ７ 図 ， 第 ５ 図 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ５ ０ に お い て 、 芯 金 ５ ２ は 、 Ｓ Ｐ Ｃ Ｃ を 未 硬 化 の 状 態 で 使
用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の た め 、 芯 金 ５ ２ を 軸 ５ １ に 圧 入 し て 嵌 着 す る 際 、 軸 ５ １ の 表 面 硬 さ に 比 べ て 芯 金 ５ ２
の 表 面 硬 さ が 低 い 場 合 に は 、 芯 金 ５ ２ の 、 軸 ５ １ に 圧 入 さ れ る 部 分 が 削 ら れ 、 金 属 粉 が 発
生 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 得 る フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に お け る フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ は 、 軸 体 と 、 こ の 軸 体 が 挿 通 す る 歯 車 と 、 前 記 軸 体 と
歯 車 と の 間 に 介 装 さ れ る 転 動 体 と を 含 ん で 前 記 軸 体 と 歯 車 と が 軸 心 回 り に 相 対 回 転 可 能 に
設 け ら れ る 歯 車 伝 動 装 置 に 用 い ら れ る も の で 、 前 記 軸 体 お よ び 歯 車 の う ち 固 定 側 部 材 の 周
面 に 取 付 け ら れ る 芯 金 と こ の 芯 金 に 一 体 に 設 け ら れ る 弾 性 部 材 と か ら な り 、 こ の 弾 性 部 材
は 、 前 記 軸 体 お よ び 歯 車 の う ち 回 転 側 部 材 の 周 面 に 接 触 し て 摺 動 す る リ ッ プ を 有 す る と と
も に 、 前 記 回 転 部 材 側 の 円 周 方 向 複 数 箇 所 に 潤 滑 油 通 路 が 形 成 さ れ 、 前 記 芯 金 は 、 前 記 固
定 側 部 材 の 周 面 に 嵌 着 さ れ る 円 筒 部 と 、 こ の 円 筒 部 の 転 動 体 側 端 部 に 径 方 向 に 延 設 さ れ た
円 板 部 と か ら な り 、 前 記 芯 金 の 表 面 は 硬 化 処 理 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ は 、 弾 性 部 材 の リ ッ プ が 回 転 側 部 材 の 周 面 に 摺 接 す る こ と
に よ り 、 軸 体 と 歯 車 と の 間 に 所 定 の フ リ ク シ ョ ン を 発 生 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 の よ う に 、 芯 金 の 表 面 を 硬 化 処 理 し た こ と に よ れ ば 、 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ を 、 そ の 芯
金 を 歯 車 伝 動 装 置 の 回 転 側 部 材 に 圧 入 す る よ う に し て 装 着 す る 際 、 芯 金 が 回 転 側 部 材 に よ
っ て 損 傷 さ せ ら れ る の を 防 止 で き 、 さ ら に 、 芯 金 の 内 部 が 母 材 の 硬 さ そ の ま ま に 未 硬 化 と
さ れ て い る 構 成 と す る こ と に よ れ ば 、 芯 金 に 、 圧 入 力 に よ る 変 形 を 発 生 す る こ と な く 、 固
定 側 部 材 の 周 面 に 容 易 に 嵌 着 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 例 え ば 、 歯 車 伝 動 装 置 に 転 動 体 を 保 持 す る 保 持 器 を 設 け て い た 場 合 、 こ れ が 軸 方 向
に 動 い て 円 板 部 に 当 た っ た と し て も 、 保 持 器 に よ っ て 芯 金 の 円 板 部 が 損 傷 さ せ ら れ る の を
防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ で は 、 芯 金 は 、 ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ り 表 面 硬 化 す る こ
と に よ れ ば 、 硬 さ の 管 理 お よ び そ の 硬 さ を 有 す る 表 面 深 さ の 管 理 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 歯 車 伝 動 装 置 は 、 軸 体 と 、 こ の 軸 体 が 挿 通 す る 歯 車 と 、 前 記 軸 体 と 歯 車 と の 間 に
転 動 自 在 に 介 装 さ れ る 転 動 体 と 、 前 記 軸 体 と 歯 車 と の 間 で か つ 転 動 体 の 軸 方 向 側 方 に 配 置
さ れ て 前 記 軸 体 と 歯 車 と の 間 に フ リ ク シ ョ ン を 生 じ さ せ る フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ と を 含 み 、
前 記 軸 体 と 歯 車 と が 軸 心 回 り に 相 対 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ は 、 前
記 軸 体 お よ び 歯 車 の う ち 固 定 側 部 材 の 周 面 に 取 付 け ら れ る 芯 金 と 、 こ の 芯 金 に 一 体 に 設 け
ら れ る 弾 性 部 材 と か ら な り 、 こ の 弾 性 部 材 は 、 前 記 軸 体 お よ び 歯 車 の う ち 回 転 側 部 材 の 周
面 に 接 触 し て 摺 動 す る リ ッ プ を 有 す る と と も に 、 前 記 回 転 部 材 側 の 円 周 方 向 複 数 箇 所 に 潤
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滑 油 通 路 が 形 成 さ れ 、 前 記 芯 金 は 、 前 記 固 定 側 部 材 の 周 面 に 嵌 着 さ れ る 円 筒 部 と 、 こ の 円
筒 部 の 転 動 体 側 端 部 に 径 方 向 に 延 設 さ れ た 円 板 部 と か ら な り 、 前 記 芯 金 の 表 面 は 硬 化 処 理
さ れ て い る 。 あ る い は 、 前 記 芯 金 の 表 面 硬 度 が 、 回 転 側 部 材 の 周 面 の 表 面 硬 度 に 比 べ て 同
等 か も し く は わ ず か に 低 く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 の よ う に 、 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ の 芯 金 の 表 面 を 硬 化 処 理 し た こ と に よ れ ば 、 フ リ ク シ
ョ ン ダ ン パ を 、 そ の 芯 金 を 歯 車 伝 動 装 置 の 回 転 側 部 材 に 圧 入 す る よ う に し て 装 着 し て 歯 車
伝 動 装 置 を 組 立 て る 際 、 芯 金 が 回 転 側 部 材 に よ っ て 損 傷 さ せ ら れ る の を 防 止 で き 、 さ ら に
、 芯 金 の 内 部 を 母 材 の 硬 さ そ の ま ま に 未 硬 化 と し た 構 成 と す る こ と で 、 芯 金 が 圧 入 力 に よ
る 変 形 を 発 生 す る こ と な く 、 固 定 側 部 材 の 周 面 に 容 易 に 嵌 着 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 例 え ば 、 歯 車 伝 動 装 置 に 転 動 体 を 保 持 す る 保 持 器 を 設 け て い た 場 合 、 こ れ が 軸 方 向
に 動 い て 円 板 部 に 当 た っ た と し て も 、 保 持 器 に よ っ て 芯 金 の 円 板 部 が 損 傷 さ せ ら れ る の を
防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ お よ び 歯 車 伝 動 装 置 を 、 図 面 に 基 づ い
て 説 明 す る 。 な お 、 図 は 、 歯 車 伝 動 装 置 を 自 動 車 の 手 動 変 速 機 に 用 い た 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
（ 第 一 の 実 施 形 態 ）
図 １ は 歯 車 伝 動 装 置 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ を 含 む 部 分 の 拡 大 断 面 図 、 図 ２ は フ リ ク シ ョ ン
ダ ン パ の 単 体 正 面 図 、 図 ３ は 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図 、 図 ４ は フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ の
芯 金 の 拡 大 半 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ に お い て 、 符 号 １ は 回 転 側 部 材 で あ る 歯 車 、 符 号 ２ は 非 回 転 側 部 材 を 構 成 す る 歯 車 軸
、 符 号 ３ は 歯 車 軸 ２ に 外 嵌 す る ス リ ー ブ を 示 し 、 歯 車 軸 ２ と ス リ ー ブ ３ と で 非 回 転 側 部 材
で あ る 軸 体 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
符 号 ４ は 、 転 動 体 と し て の ニ ー ド ル ロ ー ラ を 示 し て い る 。 こ の ニ ー ド ル ロ ー ラ ４ は 、 歯 車
１ の 軸 孔 １ ａ 周 面 を 外 輪 軌 道 面 と し 、 ス リ ー ブ ３ の 外 周 面 を 内 輪 軌 道 面 と し て 、 歯 車 １ と
ス リ ー ブ ３ と の 間 を 転 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ニ ー ド ル ロ ー ラ ４ は 、 環 状 に 形 成 さ れ た 保 持 器 ５ の ポ ケ ッ ト ６ に 保 持 さ れ て 、 歯 車 軸 ２ の
円 周 方 向 等 配 位 置 に 複 数 個 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ス リ ー ブ ３ と 歯 車 １ と の 間 に 所 定 の フ リ ク シ ョ ン を 生 じ さ せ る こ と で 、 自 動 車 の 走 行 時 に
エ ン ジ ン の ク ラ ン ク 軸 の 不 整 振 動 に 基 づ く 歯 車 の 異 音 、 あ る い は ア イ ド ル 時 の 噛 合 打 音 を
抑 え る た め の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ７ は 、 ス リ ー ブ ３ の 外 周 面 と 歯 車
１ の 内 周 面 （ 軸 孔 周 面 ） と の 間 で 、 か つ ニ ー ド ル ロ ー ラ ４ の 軸 方 向 側 方 に 配 置 さ れ て い る
。 こ の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ７ は 、 環 状 の 芯 金 ８ と 、 加 硫 ゴ ム か ら な る 弾 性 部 材 ９ と か ら 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 芯 金 ８ は 、 母 材 と し て ０ ． ６ ｍ ｍ の 厚 み を 有 す る 冷 間 圧 延 鋼 板 ： Ｓ Ｐ
Ｃ Ｃ （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ ４ １ ） を 、 プ レ ス 加 工 に よ っ て 形 成 さ れ た も の で あ る 。 こ の 芯 金 ８
は 、 ス リ ー ブ ３ の 周 面 に 軸 方 向 か ら 圧 入 さ れ る 円 筒 部 １ ０ と 、 こ の 円 筒 部 １ ０ の 保 持 器 ５
（ ニ ー ド ル ロ ー ラ ４ ） 側 位 置 で 径 方 向 外 向 き に 折 曲 す る よ う 一 体 的 に 形 成 さ れ て 、 ニ ー ド
ル ロ ー ラ ４ と 軸 方 向 で 対 向 す る 円 板 部 １ １ と か ら 形 成 さ れ て い る 。 円 板 部 １ １ の ニ ー ド ル
ロ ー ラ ４ 側 外 周 隅 部 に は 、 面 取 り １ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
芯 金 ８ の 表 面 全 体 は 、 所 定 の 深 さ ｈ ま で ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ り 硬 化 さ れ て 硬 化 層 ８ ａ が 形
成 さ れ 、 芯 金 ８ の 内 部 は 母 材 の 硬 さ そ の ま ま に 、 未 硬 化 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
所 定 深 さ ｈ は 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 ５ μ ｍ ～ １ ０ μ ｍ （ 好 ま し く は ８ μ ｍ ） に 設 定 し て い
る 。 ま た ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ り 得 ら れ る 表 面 硬 さ は 、 ス リ ー ブ ３ の 外 周 表 面 硬 さ 、 例 え ば
Ｈ Ｖ ７ ０ ０ と 同 等 か 、 好 ま し く は そ れ よ り 低 い Ｈ Ｖ ４ ０ ０ ～ Ｈ Ｖ ６ ５ ０ の 値 に 設 定 さ れ て
い る 。 な お 、 未 硬 化 部 分 の 硬 さ は 、 Ｈ Ｖ ９ ５ ～ Ｈ Ｖ １ ８ ５ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
前 記 弾 性 体 ９ は 、 芯 金 ８ の 外 周 部 に 加 硫 プ レ ス に よ っ て 成 形 さ れ る も の で 、 芯 金 ８ の 外 周
部 に 固 着 さ れ る 固 着 部 １ ２ と 、 歯 車 １ の 内 周 面 に 接 触 し て 摺 動 す る リ ッ プ １ ３ と を 一 体 的
に 有 し て い る 。 こ の リ ッ プ １ ３ は 所 定 の 厚 み を 有 し て 固 着 部 １ ２ 外 周 部 に 、 反 ニ ー ド ル ロ
ー ラ ４ 側 に 拡 径 す る よ う に 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 リ ッ プ １ ３ の 円 周 方 向 等 配 ４ 箇 所 に 、 芯 金 ８ 側 に 凹 と な る 半 円 状 の 潤 滑 油 通 路 １ ５
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 構 成 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ７ は 、 例 え ば 自 動 車 の 手 動 変 速 機 の よ う な 歯 車 伝 動 装 置 に
お け る 歯 車 １ の 内 周 面 と ス リ ー ブ ３ （ 歯 車 軸 ２ ） と の 外 周 面 と の 間 に 介 装 し て 使 用 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ７ は 、 歯 車 １ の 内 周 面 と ス リ ー ブ ３ と の 外 周 面 と の 間 に 介 装
し た 状 態 に お い て 、 リ ッ プ １ ３ が 歯 車 １ の 内 周 面 に 当 接 す る こ と で 、 リ ッ プ １ ３ は そ の 弾
性 に 抗 し て わ ず か に 湾 曲 し 、 歯 車 １ の 内 周 面 に 摺 接 す る こ と で 所 定 の フ リ ク シ ョ ン を 発 生
さ せ る 。 こ の フ リ ク シ ョ ン の 発 生 に よ り 、 自 動 車 の 走 行 時 に エ ン ジ ン の ク ラ ン ク 軸 の 不 整
振 動 に 基 づ く 歯 車 の 異 音 、 あ る い は ア イ ド ル 時 の 噛 合 打 音 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
と こ ろ で 、 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ７ の 製 造 方 法 は 次 に 示 す と お り で あ る 。 す な わ ち 、 冷 間 圧
延 鋼 板 を 絞 り 加 工 す る こ と で 円 筒 部 １ ０ と 円 板 部 １ １ と を 一 体 に 形 成 し 、 打 抜 き 加 工 に よ
り ス リ ー ブ ３ が 挿 通 す る 孔 部 を 形 成 す る 。 続 い て ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ り 、 芯 金 ８ の 表 面 全
体 を 所 定 の 深 さ ｈ ま で 上 記 硬 さ に 硬 化 さ せ る こ と で 、 芯 金 ８ を 製 造 す る 。 続 い て 、 加 硫 プ
レ ス 加 工 に よ り 弾 性 部 材 ９ を 芯 金 ８ に 一 体 化 さ せ る 。 上 記 の よ う な ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ れ
ば 、 芯 金 ８ の 表 面 硬 度 お よ び 硬 化 さ せ る 深 さ ｈ を 、 容 易 に か つ 適 正 に 管 理 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に し て 製 造 し た フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ７ を 、 そ の 芯 金 ８ の 円 筒 部 １ ０ を ス リ ー ブ ３
に 外 嵌 す る よ う に 圧 入 す る こ と で 、 歯 車 １ の 内 周 面 と ス リ ー ブ ３ の 外 周 面 と の 間 の 空 間 に
挿 入 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
そ し て 、 上 述 し た よ う に 芯 金 ８ の 表 面 全 体 は 、 ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ り 所 定 の 深 さ ｈ ま で 上
記 硬 さ に 硬 化 さ せ て い る 。 こ の た め 、 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ７ の 芯 金 ８ の 円 筒 部 １ ０ を ス リ
ー ブ ３ に 圧 入 す る と き 、 芯 金 ８ の 円 筒 部 １ ０ が ス リ ー ブ ３ に よ っ て 削 ら れ て （ か じ ら れ て
） 、 金 属 粉 が 発 生 す る と い っ た 状 態 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 芯 金 ８ は 、 そ の 表 面 は 所 定 の 硬 さ を 有 す る も の の 、 内 部 は 母 材 の 硬 さ を 有 し て い る
の で 、 ス リ ー ブ ３ へ の 圧 入 時 に 、 芯 金 ８ が 圧 入 力 に よ っ て 変 形 さ せ ら れ る こ と な く 、 ス リ
ー ブ ３ の 形 状 に 無 理 な く 容 易 に 嵌 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
と こ ろ で 、 エ ン ジ ン の 稼 動 中 に 、 ニ ー ド ル ロ ー ラ ４ を 保 持 し て い る 保 持 器 ５ が 軸 方 向 に わ
ず か に 移 動 し 、 芯 金 ８ の 円 板 部 １ １ に 繰 返 し 当 た る こ と が あ る が 、 上 述 の よ う に 、 ガ ス 軟
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窒 化 処 理 に よ り 、 円 板 部 １ １ を 含 む 芯 金 ８ の 表 面 全 体 は 所 定 の 深 さ ｈ ま で 硬 化 さ れ て い る
の で 、 保 持 器 ５ が 円 板 部 １ １ に 当 た っ て も 、 芯 金 ８ が 損 傷 し て し ま う の を 防 止 す る こ と が
で き 、 長 期 使 用 に 耐 え 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 円 板 部 １ １ を 含 む 芯 金 ８ の 表 面 全 体 を 所 定 の 深 さ ｈ ま で 硬 化 処 理 し た こ と に よ り 、
弾 性 部 材 ９ を 芯 金 ８ に 一 体 化 さ せ た 際 、 弾 性 部 材 ９ を い っ そ う 確 実 に 保 持 す る こ と が で き
る よ う に な り 、 も っ て 、 歯 車 １ に 対 し て 安 定 し た フ リ ク シ ョ ン を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ 第 二 の 実 施 形 態 ）
図 ５ は 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ の 単 体 正 面 図 、 図 ６ は 図 ５ に お け る Ｂ －
Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。 こ の 第 二 の 実 施 形 態 で は 、 歯 車 １ が 固 定 側 部 材 と し て 用 い ら れ 、 歯 車
軸 ２ お よ び こ れ に 外 嵌 す る ス リ ー ブ ３ か ら な る 軸 体 が 、 回 転 側 部 材 と し て 用 い ら れ る 例 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
第 二 の 実 施 形 態 に お け る フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ２ ０ を 構 成 す る 芯 金 ２ １ の 円 板 部 ２ ２ は 、 円
筒 部 ２ ３ に お け る 保 持 器 ５ 側 の 端 部 か ら 径 方 向 内 方 に 折 曲 す る よ う 一 体 形 成 さ れ て い る 。
こ の よ う な 芯 金 ２ ０ の 表 面 は 、 ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ り 、 表 面 硬 度 が 歯 車 １ の 内 周 面 表 面 硬
さ 、 例 え ば Ｈ Ｖ ７ ０ ０ と 同 等 か 、 好 ま し く は そ れ よ り 低 い Ｈ Ｖ ４ ０ ０ ～ Ｈ Ｖ ６ ５ ０ の 値 に
設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
弾 性 体 ２ ４ は 、 芯 金 ２ １ の 内 周 部 に 加 硫 プ レ ス に よ っ て 成 形 さ れ る も の で 、 芯 金 ２ １ の 内
周 部 に 固 着 さ れ る 固 着 部 ２ ５ と 、 ス リ ー ブ ３ の 外 周 面 に 接 触 し て 摺 動 す る リ ッ プ ２ ６ と を
一 体 的 に 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の リ ッ プ ２ ６ は 、 所 定 の 厚 み を 有 し て 固 着 部 ２ ５ 内 周 部 に 、 反 ニ ー ド ル ロ ー ラ ４ 側 に 縮
径 す る よ う に 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 リ ッ プ ２ ６ の 円 周 方 向 等 配 ４ か 所 に 、 芯 金
２ １ 側 に 凹 と な る 半 円 状 の 潤 滑 油 通 路 ２ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 他 の 構 成 は 上 記 第 一 の 実 施
形 態 と 同 様 で あ る の で 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 構 成 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ ２ ０ で は 、 そ の 芯 金 ２ ０ の 円 筒 部 ２ ３ を 歯 車 １ の 内 周 面 に
嵌 着 す る 点 、 お よ び 弾 性 体 ２ ４ の リ ッ プ ２ ６ が ス リ ー ブ ３ の 外 周 面 に 接 触 す る 点 で 、 上 記
第 一 の 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
噛 合 打 音 を 抑 え る こ と が で き る 点 、 お よ び で ガ ス 軟 窒 化 処 理 に よ っ て 、 芯 金 ２ １ の 表 面 硬
度 お よ び 硬 化 さ せ る 深 さ を 容 易 に 適 正 に 管 理 す る こ と が で き 、 さ ら に 金 属 粉 が 発 生 す る と
い っ た 状 態 を 防 止 す る こ と が で き る 点 、 さ ら に 安 定 し た フ リ ク シ ョ ン を 付 与 で き る 点 に お
い て 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 芯 金 ２ １ は 、 そ の 表 面 は 所 定 の 硬 さ を 有 す る も の の 、 内 部 は 母 材 の 硬 さ を 有 し て い る
の で 、 歯 車 １ の 内 周 面 へ の 圧 入 時 に 、 芯 金 ２ １ は 歯 車 １ の 内 周 面 の 形 状 に 無 理 な く 容 易 に
嵌 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
さ ら に 、 エ ン ジ ン の 稼 動 中 に 、 ニ ー ド ル ロ ー ラ ４ を 保 持 し て い る 保 持 器 ５ が 軸 方 向 に わ ず
か に 移 動 し 、 芯 金 ２ １ の 円 板 部 ２ ２ に 繰 返 し 当 た る こ と が あ る が 、 芯 金 ２ １ の 表 面 全 体 は
所 定 の 深 さ ま で 硬 化 さ れ て い る の で 、 芯 金 ２ １ が 円 板 部 ２ ２ に 当 た っ て も 、 芯 金 ２ １ が 損
傷 し て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な 通 り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ の 芯 金 を 回 転 側 部 材
に 圧 入 す る よ う に し て 装 着 す る 際 、 芯 金 が 回 転 側 部 材 に よ っ て 損 傷 す る こ と を 防 止 で き 、
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保 持 器 が 円 板 部 に 当 た っ た と し て も 、 保 持 器 に よ っ て 芯 金 の 円 板 部 が 損 傷 す る こ と を 防 止
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 を 示 す 歯 車 伝 動 装 置 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ を 含 む 部 分 の
拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ の 単 体 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 じ く 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 じ く フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ の 芯 金 の 拡 大 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 を 示 す フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ の 単 体 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 じ く 図 ５ に お け る Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 歯 車 伝 動 装 置 の フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ を 含 む 部 分 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 歯 車
２ 　 　 　 歯 車 軸
３ 　 　 　 ス リ ー ブ
４ 　 　 　 ニ ー ド ル ロ ー ラ
５ 　 　 　 保 持 器
７ 　 　 　 フ リ ク シ ョ ン ダ ン パ
８ 　 　 　 芯 金
９ 　 　 　 弾 性 部 材
１ ０ 　 　 円 筒 部
１ １ 　 　 円 板 部
１ ２ 　 　 固 着 部
１ ３ 　 　 リ ッ プ
１ ５ 　 　 潤 滑 油 通 路
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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